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只
見
川
公
園
を
会
場
に
６
月
１６

日
、
１
０
０
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
ｉ
ｎ
只
見
が
実
行
委
員
会
の
主

催
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

公
園
内
に
は
只
見
高
等
学
校
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
皆
さ
ん
な
ど
が
約

千
本
の
ろ
う
そ
く
を
設
置
、
灯
り
を

と
も
し
ま
し
た
。
辺
り
が
暗
く
な
る

に
つ
れ
、
ろ
う
そ
く
の
や
さ
し
い
オ

レ
ン
ジ
色
の
光
は
幻
想
的
な
夜
の
世

界
を
作
り
だ
し
、
訪
れ
た
方
々
は
エ

コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
や
エ
コ
ラ

イ
フ
の
必
要
性
な
ど
を
考
え
な
が
ら

ス
ロ
ー
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
只

見
高
等
学
校
の
茶
華
道
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
お
茶
会
も
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
内

で
催
さ
れ
、
訪
れ
た
方
は
癒
し
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

NEWS&FLASH ニュース&フラッシュ

▲協定書を手にする目黒町長（左）と大倉電源開発
東日本支店長

▲只見高校茶華道部のお茶会

▲幻想的な夜を演出したキャンドルの光

　

昨
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

を
受
け
、
只
見
町
と
電
源
開
発
と
で

「
ダ
ム
放
流
時
の
通
報
並
び
に
住
民

へ
の
周
知
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
締
結
式
は
６
月
２５
日

に
役
場
本
庁
で
行
わ
れ
、
目
黒
町
長

と
大
倉
雅
哉
電
源
開
発
東
日
本
支
店

長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

目
黒
町
長
は
「
協
定
を
有
効
に
運

用
し
、
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。
協
定
で
は
、

大
雨
に
伴
う
ダ
ム
放
流
時
に
電
源
開

発
が
事
前
に
町
に
通
報
す
る
こ
と

や
、
お
互
い
に
連
携
し
て
住
民
へ
の

周
知
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ

い
て
は
住
民
の
意
見
を
考
慮
し
調
整

さ
れ
ま
す
。

只
見
町
と
電
源
開
発
が
協
定
締
結

１
０
０
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ｉ
ｎ
只
見

住
民
の
安
全
確
保
に
万
全
な
対
策
を･･･

ろ
う
そ
く
の
や
さ
し
い
光
で
エ
コ
を
考
え
る

黒
谷
川
・
叶
津
川
改
良
復
旧
事
業
工
事
開
始

将
来
に
誇
れ
る
安
全
な
川
づ
く
り
を･･･

　

福
島
県
は
、
昨
年
７
月
の
豪

雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
黒
谷

川
と
叶
津
川
の
改
良
復
旧
事
業

工
事
を
６
月
６
日
に
開
始
、
同

日
、
黒
谷
字
黒
下
地
内
の
現
地

で
安
全
祈
願
祭
と
起
工
式
が
行

わ
れ
、
目
黒
町
長
は
じ
め
関
係

者
約
１
０
０
人
が
出
席
、
安
全

祈
願
祭
で
は
代
表
者
が
玉
串
奉

奠
な
ど
で
工
事
の
無
事
故
を

祈
っ
た
後
、
起
工
式
で
は
、
目

黒
町
長
が
「
地
域
が
将
来
に
誇

れ
る
安
全
な
川
づ
く
り
を
し
て

ほ
し
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
村
田
文
雄
副
知
事
の
起
工

宣
言
に
合
わ
せ
、
代
表
者
が
河

川
で
工
事
を
行
う
重
機
の
起
動

ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
工
事
の
開

始
を
祝
い
ま
し
た
。

　

黒
谷
川
の
工
事
は
平
成
２６
年

度
ま
で
約
６
・
６
キ
ロ
の
護
岸

工
事
な
ど
を
行
い
事
業
費
は
約

３３
億
円
。
叶
津
川
の
工
事
は
平

成
２５
年
度
ま
で
約
３
・
１
キ
ロ

の
護
岸
工
事
な
ど
を
行
い
事
業

費
は
約
１４
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▲玉串をささげ、安全を祈願する目黒町長
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外
務
省
が
主
催
し
行
な
っ
て
い
る

ア
ジ
ア
地
域
や
北
米
地
域
の
青
少
年

が
、
東
日
本
大
震
災
や
豪
雨
災
害
に

よ
る
被
災
地
を
訪
れ
、
地
域
の
方
と

交
流
し
な
が
ら
復
興
状
況
な
ど
を
学

ぶ
「
キ
ズ
ナ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
の
一
環
で
、
６
月
２６
日
か
ら
２９

日
の
四
日
間
、
タ
イ
の
大
学
生
２３
名

と
高
校
生
１
名
が
只
見
町
を
訪
れ
ま

し
た
。

大
学
生
ら
は
、
季
の
郷
湯
ら
里
で

只
見
民
芸
品
保
存
会
の
方
の
指
導
を

受
け
、
つ
る
細
工
で
ザ
ル
を
作
っ
た

り
、
昨
年
の
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た

黒
谷
川
を
見
学
、
福
島
県
担
当
職
員

か
ら
被
災
状
況
や
復
旧
工
事
な
ど
の

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福

島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
南
会
津
営

業
所
（
黒
谷
）
で
食
品
の
放
射
線
量

検
査
の
様
子
を
見
学
、
放
射
線
が
人

間
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
明
和
小
学
校
を
訪
れ
、

授
業
に
参
加
し
た
り
給
食
を
食
べ
た

り
し
て
全
校
児
童
と
交
流
し
た
あ
と

体
育
館
で
お
別
れ
会
を
行
い
、
大
学

生
代
表
の
ナ
テ
ィ
ウ
ッ
ト
・
ゲ
オ
イ

ン
タ
ー
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
と
触
れ
合

え
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
只

見
町
で
学
ん
だ
災
害
や
復
興
の
様
子

は
タ
イ
に
帰
っ
て
広
く
伝
え
て
い
き

ま
す
。
只
見
町
が
早
く
復
興
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
今
回
の
事
業
で
体
験
さ
れ
た

こ
と
は
大
学
で
の
研
究
活
動
な
ど
に

生
か
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

NEWS&FLASH

▲畑に野菜の種をまく中学生

▲只見町を訪れたタイの大学生と先生

▲明和小学校の児童と記念の一枚

▲大自然にかこまれ記念の一枚

青
少
年
国
際
交
流
「
キ
ズ
ナ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

タ
イ
の
大
学
生
ら
只
見
町
を
訪
問

明和小学校が優秀賞受賞
福島県学校歯科保健優良校表彰

東
邦
大
学
付
属
東
邦
中
学
校
農
家
民
泊

農
村
生
活
を
体
験
・
農
家
の
方
と
触
れ
合
う

　

只
見
町
子
ど
も
農
家
体
験
協

議
会
の
主
催
で
、
６
月
６
日
か

ら
７
日
の
二
日
間
、
農
家
民
泊

事
業
が
行
わ
れ
、
東
邦
大
学
付

属
東
邦
中
学
校
（
千
葉
県
習
志

野
市
）
の
２
年
生
、
２
６
８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
は
、
只
見
町
と
南

会
津
町
で
行
い
、
只
見
町
で
は

３６
軒
の
農
家
に
１
４
９
名
の
生

徒
が
宿
泊
し
、
畑
で
野
菜
の
種

を
ま
い
た
り
、
肥
料
や
水
を
与

え
た
り
、
除
草
作
業
を
手
伝
っ

た
ほ
か
、
そ
ば
打
ち
を
体
験
し

た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、

夕
食
の
準
備
も
一
緒
に
手
伝
い
、

焼
き
肉
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、
生

徒
の
皆
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
農

家
の
方
と
語
り
合
い
、
自
然
に

囲
ま
れ
た
只
見
の
夜
を
思
い
思

い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

農
家
民
泊
に
参
加
さ
れ
た
中

野
凌
さ
ん
は
「
畑
で
の
作
業
は

大
変
で
し
た
が
、
只
見
は
自
然

が
き
れ
い
、山
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
す
ご
い
。
住
ん
で
み
た
く
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
、
遠
藤
有

紗
さ
ん
は
「
畑
に
は
虫
が
た
く

さ
ん
い
て
大
変
で
し
た
。
只
見

は
山
が
い
っ
ぱ
い
で
空
気
が
お

い
し
い
。
ず
っ
と
こ
こ
に
い
た

い
気
持
ち
で
す
」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
福
島
原
発
事

故
に
伴
う
風
評
被
害
を
払
拭
す

る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

福島県教育委員会などが主催する平成２４年度福島県学校歯科保
健優良校表彰（第５６回よい歯の学校表彰）において、明和小学校
が優秀賞を受賞しました。この表彰は、児童生徒に歯や口の健康
について関心を持ってもらうことや、健康観を育成することを目
指し、毎年行われています。明和小学校児童の歯を大切にする毎
日の活動が評価された結果と思います。おめでとうございます。 ▲賞状を手にする小林和俊明和小教頭（中）と目黒

町長（右）と久保副町長



10

NEWS&FLASH ニュース&フラッシュ

中
静
氏
は
、
ま
ず
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
を
、
森
林
で
言
え
ば
、「
森
林
の

恵
み
・
恩
恵
」
と
言
っ
た
も
の
で
、

そ
れ
は
単
に
木
材
と
か
、
山
菜
、
キ

ノ
コ
と
い
っ
た
直
接
的
な
「
森
林
の

生
産
物
の
供
給
」
と
言
っ
た
も
の
ば

か
り
で
は
な
く
、
森
林
の
持
つ
気
候

緩
和
や
水
土
保
全
、
病
虫
害
の
防
止

な
ど
の
「
調
整
機
能
」、
そ
し
て
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
保
健
休
養
、
信

仰
な
ど
「
文
化
的
な
機
能
」
を
含
め

た
広
い
役
割
を
指
す
こ
と
を
解
説
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
機
能

が
実
は
生
物
多
様
性
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
中
静
氏
は
、
生
物
多
様
性
を
希

少
な
動
植
物
の
保
護
・
保
全
と
い
う

狭
い
意
味
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
多
様
な
生
態
系
の
存
在
と
そ

れ
を
背
景
と
し
た
豊
か
な
生
物
相
、

さ
ら
に
遺
伝
的
な
多
様
性
と
地
域
の

固
有
性
の
保
全
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
示
し
ま
し
た
。

只
見
町
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
、
余

り
あ
る
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
享
受

し
て
い
る
結
果
、
日
ご
ろ
森
林
の
役

割
を
意
識
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
で
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
の

驚
異
は
、
自
然
が
も
た
ら
す
も
の
は

恵
み
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
私
た
ち

に
知
ら
せ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
私

た
ち
は
自
然
の
系
（
シ
ス
テ
ム
）
に

依
存
す
る
こ
と
で
し
か
生
き
て
い
く

術
を
持
ち
ま
せ
ん
。
失
わ
れ
て
初
め

て
自
然
の
役
割
の
大
き
さ
を
知
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
既

に
手
遅
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回

の
講
座
は
、
森
林
の
恩
恵
（
恵
み
）

を
科
学
的
な
視
点
で
と
ら
え
直

し
、
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
、

今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
い
く

た
め
の
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と

考
え
ま
す
。

１７
日
は
、
楢
戸
の
ブ
ナ
林
で

「
身
近
な
ブ
ナ
林
」
を
歩
く
自

然
観
察
会
が
開
か
れ
、
雨
模
様

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
内
外
か

ら
１５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
楢

戸
の
ブ
ナ
林
に
入
り
、
前
日
講

演
さ
れ
た
中
静
氏
が
、
ブ
ナ
の

種
子
生
産
か
ら
実
生
の
発
生
、
そ
し

て
世
代
交
代
の
プ
ロ
セ
ス
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
、
参
加
者
も
実
際
に
林

床
に
生
残
す
る
稚
樹
の
樹
齢
を
芽
鱗

痕
の
数
か
ら
調
べ
る
な
ど
し
て
、
ブ

ナ
林
の
生
態
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
身
近
な

ブ
ナ
林
で
も
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を

知
る
機
会
が
持
て
た
と
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

８
月
１
日
に
は
、
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー

名
誉
館
長
の
河
野
昭
一
先
生
（
京
都

大
学
名
誉
教
授
）
と
ブ
ナ
天
然
林
を

歩
く
観
察
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
４
１
―
７
２
―
８
３
５
５

中静　透 教授
森林の「生態系サービス」を講演

第１回ブナセンター講座
６
月
１６
日
、
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
（
た
だ
み
・
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
）
で
「
森
林
の
恵
み
と
そ
の
背
景
・
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
る
」
と
題
し
、
第
１
回
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講

師
は
東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
の
教
授
「
中
静
透
」
氏
で
、

町
内
外
か
ら
４０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
中
静
氏
は
、
日
本
に
お
け

る
ブ
ナ
林
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
２
０
０
１
年
に
只
見
で
開
か
れ

た
第
１
回
世
界
ブ
ナ
サ
ミ
ッ
ト
の
講
演
者
の
一
人
で
、
奥
会
津
森
林
生

態
系
保
護
地
域
の
設
定
委
員
会
の
委
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
只
見
の

ブ
ナ
林
と
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
方
で
す
。

▲森林の生態系サービスを解説する中静透東北大学教授

▲楢戸のブナ林内で、ブナ稚樹の年齢の調査法を学ぶ参加者

森
林
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
は
、

人
々
が
享
受
す
る
森
林
か
ら
の

恩
恵

失
わ
れ
て
初
め
て
理
解
さ
れ
る

森
林
生
態
系
の
役
割

中
静
氏
と

楢
戸
の
ブ
ナ
林
を
散
策
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教
育
委
員
会
で
は
、幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
様
々
な
課
題

を
関
係
機
関
が
連
携
し
解
決

を
図
り
な
が
ら
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
、
学
力
向
上
を
目
指
し
た

各
種
対
策
を
実
践
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
６
月

１１
日
に
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー

で
、第
１
回
町
内
保
育
所
長
・

小
中
学
校
長
・
高
等
学
校
長

連
携
会
議
が
開
か
れ
、
関
係

者
が
出
席
、
町
内
の
児
童
生

徒
の
学
力
の
現
状
を
把
握

し
、
学
力
向
上
を
図
る
た
め

に
取
り
組
む
課
題
や
、
今
後

の
重
点
実
践
事
項
な
ど
に
つ

い
て
協
議
、
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
次
回
は
１１
月
に
開
く
予

定
で
、
具
体
的
な
取
り
組
み

の
検
証
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
学
力
の
実
態
と
実

践
事
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。

平
成
２４
年
７
月
１
日
付

け
で
藤
田
節
子
さ
ん
（
只

見
）
が
、
只
見
町
担
当
の

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法

務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
全
国

の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、

地
域
の
中
で
人
権
思
想
を

広
め
、
人
権
侵
害
が
起
き

な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人

権
を
擁
護
す
る
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。
住
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
人
権
に

関
す
る
一
番
身
近
な
相
談

相
手
と
な
る
人
で
す
。

只
見
町
で
は
、
藤
田
さ

ん
の
ほ
か
に
菅
家
達
朗
さ

ん
（
黒
谷
）、
山
内
妙
子

さ
ん
（
梁
取
）
も
人
権
擁

護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

基礎学力の向上と保障のための連携

町内保育所長・小中学校長・
高等学校長連携会議

▲連携会議の様子

人
権
擁
護
委
員
に

藤
田
節
子
さ
ん

○重点実践事項 
①学習意欲の喚起

各学校の大きな課題。学校経営の重点と位
置付け、家庭と連携し対策を講ずる。

②個別指導の徹底
少人数の特性を生かし、授業で学習内容の

定着を図るとともに放課後や休業中を活用し
た指導を徹底する。

③教師の指導力向上
年間の授業研究を通して「分かる授業」づ

くりをしていく。

④スポ少や部活動の見直し
関係者との協議を重ね生活全体の見直しを

していく。

⑤保護者の協力
家庭での基本的な生活習慣の確立を図る。

⑥読書への親しみ
特に、保育所では学力の基礎としての読書

量を増やしていく。

○学力の実態 
平成２３年度のＮＲＴ（町独自に実施している標準学力検査）の学力偏差値の結果です。
学力偏差値とは、教科の得点ではなく全国基準による学力標準得点で、全国の平均を５０としています。

国　語 算数・数学 社　会 理　科 英　語
只見小学校 ５４．３ ５２．９
朝日小学校 ５１．３ ５０．７
明和小学校 ５４．８ ５２．９
只見中学校 ４９．７ ４６．５ ４８．６ ４８．７ ４８．４

【課題】	 ＊小学校では全国平均５０を十分上回る状況ではない。
＊中学校では全国平均を下回っている。また、学力の高い層と低い層の二極化がみられ、さら
に知能と学力の関係では、知能に比べて学力が低い状況が多くみられる。また、家庭での自
主的な学習習慣が確立できていない。今後、高校卒業時に自分の夢を実現させるのに十分な
学力の保障をしていかなければならない。

以上について、関係機関・団体と連携し、今年度取り組んでいきます。


